
     

 

 

 

 

先生たちは，一人一授業公開を通して，授業改善に取り組んでいます！ 

今年度は「めあての提示の工夫・徹底」「言語活動の工夫」「振り返りの効果的な実施」を学習

指導の重点課題として，すべての先生が 7 月上・中旬（主に３年の先生），９月中・下旬（主に２

年の先生），１１月中・下旬（主に１年の先生）の期間に一人一授業公開を行い，先生同士，互い

に授業を見せ合うことで，授業の質的改善と授業力の向上に努めています。そこで，学ぶ側（生

徒のみなさん）も教える側の努力の視点を知っていると学力の向上に役立てることができますの

で，下記を参考にしてください。 

【めあての提示の工夫】の視点⇒本時の学習指導を通して身に付けさせたい力を明確

にした上で「ねらい」を設定する。「ねらい」を設定する際，教師と生徒のやり取り

を大切にする。生徒の実態に応じて，学習意欲を高められるような「ねらい」の表

現を工夫する。「ねらい」から「振り返り」までのつながりを意識する。  

【言語活動の工夫】の視点⇒思考力・表現力等を育成するために，授業において自分

の考えを書く活動を効果的に位置付ける。書く活動と「説明」「話合い」などの活動

を関連付け，自分の考えをまとめ整理させる。ねらいと意図をはっきりさせ，必要

な場面でペアやグループでの学び合いを取り入れる。ねらいに沿うよう発問や意見

のつなぎ方を工夫し，授業での学び合いを教師がコーディネートできるようにする。 

【振り返りの効果的な実施】の視点⇒本時学習活動を通して，子どもたちに何が分か

ったのか，何ができるようになったのかなど，自分の学びを振り返る時間を確実に

位置付ける。発達の段階に応じて，振り返る活動を工夫する(決められた用語を用い

て説明する。〇字以内で書く。など)。生徒の振り返りから，学習状況を把握し，本

時の「ねらい」を達成できたか確認(評価)し，次時の授業に生かす。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生は，９月２日（月）から６日（金）までの５日間，７４ヶ所の体験先の協力を得て，社

会体験学習（含：職場体験）として宮っ子チャレンジウィークを実施しました。生徒達は体験先

の方々の厚意ある指導，助言を受けて，仕事をすることの大変さや充実感，お世話になった方々

への感謝等，社会への第一歩となる様々な体験や気持ちを味わってきたのではないでしょうか。

１０月５日（土）に実施される土曜授業で，今回の体験を紹介する予定です。 

＝清原開拓造園株式会社＝   ＝麦工房 くるみの木＝     ＝大竹工業株式会社＝ 
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２年宮っ子チャレンジウィーク（社会体験学習） 

 

生徒会では，勉強したいと思っている生徒に，自習室を開設しています！ 

 先生方が実施している質問教室とは別に，生徒会執行部と学習委員会が「勉強したいと考え

ているみんなが，一緒に勉強できる場所や機会を作りたい。」と考えて，7 月中旬から毎週水

曜日の昼休みとテスト前２日間の昼休みに，特別活動室を会場に自習室を開設しました。毎回

２０～３０人程度（１，２年生が多い）が来室し，２０分程度ですが真剣に学習に取り組んで

います。参加者は「短い時間でも勉強できる場があると学習に集中できる。」，「テスト前など

は勉強する雰囲気を大切にしたい。」など，前向きな参加理由を述べてくれました。勉強した

いと思っているみなさん，自習室を活用してさらに学習意欲を高めてはいかがですか。  



今年も地域のボランティア，奉仕体験などに積極的に参加しています！ 

例年，夏の時期に地域の方と協力し，地域に出て様々なボランティア・奉仕体験を行う機会が

ありますので，その様子を紹介させていただきます。 

「清原の杜地域体験キャンプ」中学生ボランティア  

 今年も清原の杜地域体験キャンプ実行委員会（清原地区青少年育成協議会・清原地域学校園協

議会・清原生涯学習センター主催）からの依頼で，約２０名の生徒が中学生ボランティアを希望

し，８月１７日(土)に，清原中学校の体育館・校舎・杜（もり）・校庭を会場とした「清原の杜地

域体験キャンプ」に参加しました。 

例年は一泊二日の行事ですが，今年度は台風一過の猛暑が予想され，体育館での夜間の宿泊等

に危険が予想されたので，残念ながら宿泊は中止となり，１日で実施されました。 

この地域体験キャンプは，清原地区の小学生４～６年生を対象に開催され，今年で６回目にな

ります。生徒のみなさんの中にも経験者がたくさんいることと思います。地域や栃木ＹＭＣＡの

方々が，中学生・大学生ボランティアを導き，中学生ボランティアは率先して小学生をリードし

て，アイスブレイク，地域探検・食材調達，中学校内探検，野外炊飯（カレー作り），ナイトプロ

グラム（肝試し），キャンプファイヤーなどを行いました。小学生を熱心にリードする中学生の姿

は，とても頼もしく感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

・清老連体育大会ボランティア  

清原地区老人クラブ連絡協議会からの依頼で，弓道部の２５名が，９月７日(土)，本校校庭を

会場に行われた清老連体育大会に協力しました。晴天で暑い日でしたが，老人クラブの方々が，

輪投げレースやアベック競争などに真剣に取り組んでいました。 

ボランティアの生徒達は，放送，用具準備や競技補助など運営全般でフル稼働し，時には選手

として参加して，大会運営に大いに貢献しました。毎年，老人クラブのみなさんからとても感謝

されていますので，これまで生徒のみなさんが老人クラブを始め，地域の方々から受けてきたご

支援に，少しでもお礼ができてよかったと思います。 

～保護者や地域へのお願い：勤務時間外の電話対応について（原則，宇都宮市共通）～ 

 昨今，教職員の長時間勤務の常態化が社会的に大きな問題となる中，本校におきましても，教

職員の業務の適正化を図り，教職員一人一人が心身ともに健康で，やりがいと情熱をもって職務

に従事できる環境を整備することが重要な課題となっております。 

 そこで，教職員の業務改善の一助として，１０月１７日（木）から，勤務時間外の電話対応を

下記の時間帯で，自動音声応答に切り替えさせていただくことといたしました。  

 保護者や地域のみなさまにおかれましては，本件の趣旨をご理解の上，円滑な学校運営にご協

力くださいますようお願い申し上げます。 

■自動音声応答による応答時間（原則として） 

⑴平日は，午後７時から翌日午前７時３０分まで 

⑵学校の休業日等（土日・祝日，年末年始等）は終日 

⑶長期休業期間（夏休み等）は，業務時間を除く時間帯（午後４時３０分から翌日午前８時），

なお，本校教職員の勤務時間は，午前８時から午後４時３０分です。予定時刻前に全ての教職

員が退勤となり，自動音声応答に切り替わる場合もありますのでご承知おきください。 

生徒の生命に関わる緊急事案（行方不明・登下校中の交通事故など）は，警察や消防に通報後，

教育委員会につながる６３２－５１１５までご連絡ください。  

 

 


